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観光列車「清盛マリンビュー」の運行について 

 

１ 趣旨 

ＪＲ西日本の観光列車「瀬戸内マリンビュー」が，来年１月からの大河ドラマ「平

清盛」の放送を機に「清盛マリンビュー」として運行される。 

「清盛マリンビュー」の運行に伴い，平清盛に関する観光パンフレットやポスター

を車内に設置するなどの観光ＰＲを行う。 

 

２ 運行日 

  平成 24 年１月７日（土）～平成 24 年２月 26 日（日）（土・日・祝日運行） 

 

３ 運行区間 

 ・「清盛マリンビュー１号」宮島口駅 → 三原駅 

 ・「清盛マリンビュー２号」三原駅 → 宮島口駅 

 平清盛にゆかりの深い宮島（宮島口駅）まで区間を延長して運行される。 

 

４ 列車の意匠の変更 

  「清盛マリンビュー」の運行に伴い，列車のヘッドマークに，大河ドラマ「平清盛」

広島県推進協議会のキャラクター「ひろしま清盛」のイラストを用いるなどの意匠変

更が予定されている。 

 

※ 参考 

「瀬戸内マリンビュー」について 

 平成 17 年の「広島県デスティネーションキャンペーン」や「DISCOVER WEST キャンペ

ーン」の着地型観光素材の一つとして，首都圏や京阪神等からの観光誘客を図ることを

目的に，沿線風景の美しい呉線において魅力ある観光列車として新規設定され，平成 17

年 10 月１日～平成 23 年３月 11 日まで，広島駅～三原駅間を１日１往復，呉駅～三原

駅間を１日１往復，毎日運行した。 

 ５年半の運行実績を踏まえ，平成 23 年３月 12 日以降は，土・日・祝日を中心に，広

島駅～三原駅間を１日１往復運行している。 

 なお，平成 23 年８月については，広島駅～三原駅間を１日１往復，毎日運行した。 

○ 列車の概要 

  外装は，海をイメージしたブルーを基調とし，船を連想させる丸窓を採用。内装は

船舶で使用するディスプレイ（羅針盤，海図等）を配置し，クルージング船を演出。

海側座席は４人掛ボックスシート，山側座席は車窓を眺めることができる座席配列。

 ２両編成（１号車指定席〔定員 35 名〕，２号車自由席〔座席定員 56 名〕） 
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